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本番直前の緊張感が伝わってくる真剣な表情（北広島混声合唱団「ヘンデル  メサイア」演奏会リハーサル）



⑩

＊市民委員会で今までに出された意見の一部を記載しており、市民委員の個人的な意見も含まれています。
　条例の内容として決定したものではありません。

＊市のホームページ“市民参加・協働のページ”で「市民参加条例策定市民委員会」の会議録などが見られます。
　（http://www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/）　　　■問合せ■市民協働推進課（☎ 372-3311　内線 636）

いまなぜ市民参加が必要なのか

市民参加条例について

「市民」の定義

「参加」の定義

市民参加の対象と方法

●本来、市民参加は権利であり、住民自治
　の基本だから。
●市民参加は時代の要請だ。
●よりよい市の運営には、市民参加が不可
　欠だ。
●よりよい地域づくりには、市民参加で市
　民同士の絆を強くすることが必要だ。
●地域の課題を解決するために市民参加は
　役に立つから。

●市民参加の手続きや取り扱い規定（参加
　システム）として必要だ。
●市政に参加する上で制度上の保障となる。
●法律や条例などは少ない方がいい。なく
　て済むなら、ない方がよい。
●条例の名称に「参加」の言葉は必要なの
　か。
●条文は分かりやすい文言で。
●市民協働も条例の中に含めるのか。

●市内に在住、在勤、在学する
　個人や公益活動団体、企業、
　学校を指す。
●北広島市に住民登録を行い生
　活を営んでいる20歳以上の人
　たち。
●市内に在勤・在学する人や外
　国人も「市民」とするべき。
　一括定義はしない。市民参加
　の対象や方法など具体的な中
　で定義する。
●具体的には、できるだけ制約
　を設けずに、北広島にかかわ
　っているすべての人。

●自分たちのまちや暮らしは自分たちで守るという、市民
　本来の役割（責務）。
●「参加」という言葉は、市民が使う言葉ではなくて、市
　役所が使う言葉。
●「行政活動への市民意見の反映」に限定する。

【対象】
●原則的に、まちづくりにかかわるすべての事案。
●総合計画、基本計画、基本的条例、義務や権利制限の伴う重大な条例、
　大規模施設計画。
●市町村合併、補助金の分配。
【方法】
●参加を募る時期はできるだけ早い時期。
●参加の手続きはできる限り簡単な方が良い。
●アンケート、審議会、パブリックコメント、フォーラム、説明会、現
　地説明、公聴会、意見交換会、ワークショップ、市民政策提案、住民
　投票など。

市民参加とは何か
●市民が自ら行政にかかわりを持つこと。
●市民と市長、市の機関や議会が、活動情報を共有
　し、協力・補完して、地域社会の質的向上を目指
　すこと。
●行政における立案・実施・評価の過程で意見を述
　べ、実施では市民が行動して地域の向上を図る市
　民の自主的活動。
●市民が市民（自分や家族・友人など）のために、
　地域のさまざまな事柄を自主的に良くしていこう
　とすること。
●市と議会、市民との連携と協働によるまちづくり
　に市民がさまざまな形で参加すること。

②



　市民参加条例とは、そもそも何なのか？
市政に市民が参加すること？　それとも、
もっと広い意味でまちづくりに参加するこ
と？　この条例の内容はどの範囲まで盛り
込むべきか？　条例の名前は「市民参加条
例」でいいのだろうか…。
　市民参加条例策定市民委員会では、「市
民参加条例」について議論に議論を重ね、
現在も進行中です。市民の皆さんはどう考
えますか？　

　市民委員会の役割は条例の案文を作成するこ
とだけではないと思います。美しい言葉で綴ら
れた模範的な「市民参加条例」を作ることだけ
が目的であれば、その道のプロである市の職員
が先進自治体条例のいいところだけを抜き取っ
てまとめれば１カ月もあれば条例は作れます。
　しかし、市民意識の盛り上がりがない中で一
片の条例を制定するだけで市民参加のまちづく
りは実現しません。「市民参加はなぜ必要なの
か」「市民参加のまちづくりを実現するために
必要なことは何か」についての生活実感に基づ
いた議論が徹底して行われ、その議論に全市民
を巻き込んでいくことが何よりも大切なことで
す。条例の案文作成よりも、作成に至る議論の
プロセスが大事だと思うのです。市民委員会の
メンバーをいわゆる学識経験者で固めずに全員
公募の委員だけで構成した意図もそこにあるの
ではなかろうかと思います。
　市民アンケートやフォーラムも終わり、
市民委員会の議論もようやく核心に
入ろうとしています。これから始
まる本格的な委員会の議論に期待
したいと思います。

条例策定までの議論のプロセスが大事です

③

　私たちの市民委員会が取り組んでいる活動には、
大きく４つの要素があります。
　まず、①学習＝条例に関する基本的知識や他自治
体の事例などを学ぶ、②地域の実態把握＝「市民参
加」に関する地域の実態や課題を捉える、③市民へ
のＰＲ＝市民主体の条例づくりの輪が広がるよう市
民に呼び掛ける、④条例案づくり＝①～③を踏まえ
ながら討論を進め条例素案として集約する、です。
これら４要素をいかにうまく組み合わせて活動展開
していくかということもなかなか悩ましく、目下の
課題の一つでしょう。
　20 人の多

た し

士済
せいせい

々の顔ぶれで議論を続けて約 10カ月。
委員会はポスターやアンケート、フォーラムなどで、
市民の方々に「市民参加のルール、どうしましょう
か？」と広く問い掛けをさせていただく段階までき
ました。これから返ってくるさまざまな手応えをし
っかり受け止めながら、力を合わせ
て次のステップに進んでいきたいも
のです。

学びながら、呼び掛けながら、進んでいきます

　第１回の委員会以来、市民参加について
学び、考え、会議を重ねてきました。第７回
の委員会からは、４つのワーキングチームに
分かれて活動をスタート。市民に委員会の活
動が見えるよう、ポスターやマスメディアを
使った市民委員会のＰＲ活動や、市民参加に
関するアンケート、さらにはフォーラムの開
催など、具体的なアクションを起こしてきま
した。今後の市民委員会では、アンケート結
果やフォーラムで出された意見などを参考に
しながら、論点を絞り込み、さらに議論を深
めて、市民参加条例の素案作りを
進めていきます。
　市民委員会は、毎月第４
日曜、午後１時 30 分から、
市役所本庁舎２階会議室
で開催しています。自由
に傍聴できますので、市
民の皆さん、ぜひ
お越しください。



⑩
＊市のホームページ“市民参加・協働のページ”で市民協働に関する情報を掲載しています。
　（http://www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/）　　　■問合せ■市民協働推進課（☎ 372-3311　内線 637）

　市では、多様化する市民のニーズや新たに出てきた社会的課題に対処し、市民主体のまちづくりを行
っていくために、行政と公益活動団体（市民活動団体やボランティア団体など）とが、協働できる領域
と機会を広げていくことが必要と考えています。そのため、『公益活動団体との協働指針』を平成19 年
度末までに策定し、具体的な取り組みを行っていきます。そこで、市民公募委員５人と特定非営利活動
法人委員３人、学識経験者委員２人の 10人からなる「北広島市協働推進懇話会」を設置しました。この
懇話会では、『公益活動団体との協働指針』を策定するために、①協働の基本的な考え方、②協働を実現
するに当たって守られるべき基本的なルール、③協働を促進するための方策などを検討し、市長への提
言を行います。この提言をもとに協働指針を策定することとなります。
　この懇話会設置に先立ち、市内の公益活動団体がどのような活動を行っているのか、市との協働につ
いてはどう考えているのかを把握するため、アンケート調査を実施しました。ここでは、このアンケー
ト結果の一部を紹介します。

■調査期間■　７月６日～ 24 日
■調査対象■　市内の公益活動団体
　　　　　　　　　　　　６９０団体
■回収数■　４４５団体
　　　　　　　　（回収率 64.5％）

貴団体の活動は、行政との協働によって、
より効果的・効率的になると思いますか。

貴団体では、今後、行政から
の受託により、計画づくりや
具体的な事業実施などの受け
皿として役割を担う意向があ
りますか。

今後、行政と協働を実施しようとした場合
にその内容について具体的な計画やご意見
などがありますか。
                            （自由意見　回答数120件）

　そう思う
　　41.3％
（回答数184）

ある程度
そう思う
　42.0％
（回答数187）

特に思わない
16.0％（回答数 71）

　無回答
　　0.7％
　（回答数 3）

既に行っている
　19.8％（回答数 88）

機会が
あれば
担いたい
42.2％
（回答数188）

特に考えて
　　いない
　　37.3％
（回答数 166）

無回答 0.7％
（回答数 3）

　「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わ
せると 80％以上の団体が、行政との協働を重
視していることが分かりました。

　「既に行っている」と「機会があれ
ば担いたい」を合わせると 62％の団
体が行政と協働してまちづくりを進め
る意向があることが分かりました。

　現在の少子高齢化社会を支えていくためには、
行政と協働できる新しい分野を確立していくこと、
そして密接に行政とコミュニケーションを図って
いくことが必要だと、回答のあった団体の大半が
挙げています。
　それを行うためには、まず公益活動団体の活動
を行いやすくすること、そして行政と公益活動団
体が「共に考え共に行動する」パートナーとなり、
団体そのものも自立・発展していけるような具体
的な協働の形づくりに取り組む必要があります。

10 月 30 日に開催された第１回の協働推進懇話会の議事録や今後の懇話会開催状況などは、市のホームページで随時公開していきます。懇
話会は毎月第４水曜に開催します。傍聴を希望する方は開催日前日までに市民協働推進課へお問い合わせください。 ④

　行政の問題点が多く挙げられました。特に、予
算や人員などの非効率な部分が改善されるべきと
いう意見、さらに行政が認識していない非効率な
部分が改善されることも重要だ、と指摘がありま
した。
　また、協働を進めていくためには、今までの「行
政は行政、市民は市民」というのではなく、行政
と市民とが一緒に行っていける部分を広げていく
ことが要求されていることも分かりました。

今後、行政と協働を実施しようとした場合
に阻害となっている問題点はありますか。
                            （自由意見　回答数 98 件）



北広島市 江別市 当別町 新篠津村
人口（人） 60,677 125,601 19,982 3,737
世帯数（世帯） 22,362 50,425 7,579 1,158
面積（㎢） 118.54 187.57 422.71 78.24
財政力指数 0.65 0.49 0.35 0.16
経常収支比率 (％） 90.4 89.9 92.6 87.3
実質公債費比率 (％） 16.8 17.9 19.3 16.0
●人口・世帯数
　平成17年国勢調査第１次基本集計（平成18年10月13日）より
●財政力指数・経常収支比率
　北海道市町村財政比較分析表　（平成16年度決算）より
●実質公債費比率
　道内各市町村の実質公債費比率等の状況（速報値）より

⑤

北海道は、「市町村の合併の特例等に関する法律（合併新法）」
に基づき、７月に新たな構想を策定しました。
この構想の中で、道は合併に関する考え方や合併の組み合わせ
を示しています。道内の各市町村は、この構想をもとに合併を
視野に入れたまちづくりを検討していきます。

石狩支庁管内は、北広島市・江別市・当別町・新篠津村
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旧
合
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特
例
法
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９
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島
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。
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０

０
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島
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島
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当
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す
。
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今
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の
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や
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活
実
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か
ら
見
る
と
、
新
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■問合せ　改革推進課（内線 772）

◆
市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
に
対
す
る
市

民
の
関
心
度
や
意
向
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握

す
る
た
め
、
20
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上
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方

か
ら
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抽
出
し
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査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
方
に

は
、
11
月
初
旬
に
調
査
票
が

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
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す
。

市
と
な
っ
た
場
合
に
一
体
感
を
持
つ
こ
と
が

な
か
な
か
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
「
合
併
は
長
期
的
な
視
点
で
議
論
を
続
け

る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
選
択
肢
の
一
つ
」
と
い
う
の
が
、
合

併
に
対
す
る
市
の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

　

市
町
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の
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の
日
常
生
活
に

大
き
な
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を
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え
る
こ
と
か
ら
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後
も

情
報
を
提
供
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
大
切
に

し
て
い
き
ま
す
。
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情
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.
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o
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u
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で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

＊１．クラスター分析
　類似したもの同士を同じグループに分類する統計的手法。北海道は住民
　の日常生活圏や地域の産業経済圏、行政活動の区域など31の指標を用い
　て、札幌市を除く道内市町村を一括して分析し、市町村の結びつきの状
　況を把握しました。
＊２．財政力指数
　地方公共団体の財政力を示す指数で、高いほど財政に余裕があるといえ
　ます。
＊３．経常収支比率
　地方公共団体の財政構造の弾力性を判断する指標で、人件費や扶助費（生
　活保護費や児童・老人・身体障がい者などに対する給付など）などのよ
　うに毎年度経常的に支出される経費を、地方税・普通交付税を中心とす
　る毎年度経常的に収入される一般財源などで割った比率。比率が高いほ
　ど財政構造の硬直化が進んでいることを表します。
＊４．実質公債費比率
　地方公共団体における公債費（市債の元利償還金）の財政負担の度合い
　を判断する指標で、比率が18％以上の団体は、起債（借入金）
　に当たり許可が必要となります。

＊１

＊２

＊３

＊４

＜４市町村の行政内容等の比較＞

構想の中で示された組み合わせでは、道内に現在 180 ある
市町村が60になります。道は具体的な組み合わせに当たっ
ては、①から④の条件をもとに検討を行いました。
①市町村の結びつきの状況～「クラスター分析」の結果
②目標とする人口規模～人口３万人程度
③地理的特性への配慮～役所間の移動時間が80分以内
④各市町村への意向調査の結果



ビッグバンド
D
ダ ン デ ィ

andy　A
ア ン ド

nd　B
ビューティー

eauty　A
オールスターズ

llstars
(D
ダ ブ

.A.B. オールスターズ )のバンドマスター

山名　進さん
やまな・すすむ
北進町在住。
北広島市を拠点に活動する多人数
編成のジャズバンド「ダブオール
スターズ」の代表。ひろどん祭り
やふるさと祭り、芸術文化ホール
で演奏する同バンドは、今年 10 周
年を迎えた。

た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
名
前
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う

人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

「
活
動
を
始
め
て
か
ら
の
こ

の
10
年
、
バ
ン
ド
を
維

持
す
る
こ
と
に
腐
心
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
の
４
月
に
開
い
た

結
成
10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

の
と
き
は
、
あ
あ
、
10
年
や
っ

て
き
た
ん
だ
な
、
と
感
慨
深
か

っ
た
で
す
」
と
山
名
さ
ん
は
言

う
。
10
年
。
生
ま
れ
た
子
ど
も

が
小
学
４
年
生
に
な
る
よ
う
な

長
い
期
間
、
紆
余
曲
折
も
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
ら
れ

た
の
も
、
応
援
し
て
く
れ
た
方

々
や
、
関
係
団
体
の
協
力
の
お

か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
さ
ら
に
技
術
の
底
上
げ
を

し
て
、
満
席
の
お
客
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
」。
音

楽
の
楽
し
さ
や
、
活
動
を
続
け

る
こ
と
の
大
変
さ
を
誰
よ
り
も

知
っ
て
い
る
、
真
摯
な
目
が
印

象
に
残
っ
た
。

よ
う
に
」
な
ど
と
い
っ
た
、
お

な
じ
み
で
は
あ
る
が
ジ
ャ
ズ
の

演
奏
で
は
あ
ま
り
聴
か
な
い
と

い
う
曲
も
多
い
。「
ジ
ャ
ズ
と

演
歌
は
近
い
ん
で
す
よ
。
日
本

の
演
歌
や
民
謡
に
〝
こ
ぶ
し
〞

が
あ
り
ま
す
が
、
ジ
ャ
ズ
に
も

同
じ
よ
う
な
概
念
が
あ
る
ん
で

す
。
曲
調
の
流
れ
な
ど
も
似
て

い
ま
す
。
北
島
三
郎
の〝
与
作
〞

も
、
ア
レ
ン
ジ
を
変
え
れ
ば
立

派
な
ジ
ャ
ズ
に
な
り
ま
す
」

ふ
る
さ
と
祭
り
や
ひ
ろ
ど

ん
祭
り
、
公
民
館
祭
り

な
ど
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
で
演
奏
し
て
い
る
。
平

成
12
年
か
ら
始
め
た
定
期
コ
ン

サ
ー
ト
も
今
年
で
６
回
を
数
え

た
。
12
月
３
日
に
は
、
大
曲
の

夢
プ
ラ
ザ
が
開
催
す
る
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
す

る
。
市
内
で
練
習
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
で
演
奏
す
る
こ
と
で
市

民
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
き
た

と
い
う
。
お
祭
り
で
演
奏
を
聴

い
た
、
あ
る
い
は
演
奏
は
聴
い

暗
闇
に
包
ま
れ
て
い
た
ス

テ
ー
ジ
に
カ
ク
テ
ル
カ

ラ
ー
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
踊

る
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
サ
ッ
ク

ス
な
ど
の
管
楽
器
た
ち
が
奏
で

る
旋
律
が
、ベ
ー
ス
や
ド
ラ
ム
・

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
刻
む
熱
情

の
リ
ズ
ム
の
上
で
絡
み
合
う
。

精せ
い
ち緻

か
つ
大
胆
な
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
が
観
客
の
心
を
高
ぶ
ら
せ
、

個
性
豊
か
な
ア
ド
リ
ブ
演
奏
が

喜
ば
せ
る
。

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ジ
ャ
ズ
の

ナ
ン
バ
ー
か
ら
、
お
な
じ
み
の

演
歌
や
歌
謡
曲
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

映
画
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
ま
で
、

幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
老
若

男
女
の
心
を
躍
ら
せ
る
。
そ
れ

が
Ｄ
．Ａ
．Ｂ
．オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

の
コ
ン
サ
ー
ト
だ
。

北
広
島
を
中
心
に
活
動
す
る

Ｄ
．Ａ
．Ｂ
．オ
ー
ル
ス
タ
ー

ズ
。
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け

は
、
平
成
８
年
に
現
代
表
の
山

名
さ
ん
が
参
加
し
て
い
た
５
人

編
成
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド「
Ｄ
．Ａ
．

Ｂ
．」に
、
教
育
委
員
会
か
ら
市

制
施
行
記
念
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
で
演
奏
し
て
ほ
し
い
と

い
う
依
頼
が
き
た
こ
と
だ
っ
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
現
在
の
形
、

総
勢
20
人
を
超
え
る
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
と
な
っ
た
。
山
名
さ
ん
は

当
時
を
振
り
返
っ
て
こ
う
語
る
。

「
元
々
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
が
性
に

あ
っ
て
い
た
の
で
、
水
を
得
た

魚
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。
ず

っ
と
続
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

バ
ン
ド
の
代
表
を
務
め
る
山

名
さ
ん
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

を
担
当
し
て
い
る
。「
中
学
生

の
と
き
に
、
吹
奏
楽
部
が
新
し

く
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
。
叔
父
が
サ
ッ
ク
ス
を
や
っ

て
い
て
、
前
か
ら
何
か
楽
器
を

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

部
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
担
当
す

る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
…
覚

え
て
い
ま
せ
ん
（笑）
」

３
５
０
曲
も
の
幅
広
い
レ

パ
ー
ト
リ
ー
の
中
に
は
、

「
愛あ

い
さ
ん
さ
ん

燦
燦
」
や
「
川
の
流
れ
の



　

５
年
ほ
ど
前
、
あ
る
観
光
バ
ス
に
乗

っ
た
。
バ
ス
が
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
の

前
を
通
っ
た
と
き
に
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん

が
言
っ
た
。「
す
て
き
な
駅
で
す
ね
。
北

広
島
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
な
ん

て
。北
広
島
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
す
ね
」

　
「
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
」
と
は
、
ま
ち
の
象

徴
に
な
る
建
物
の
こ
と
を
い
う
。
確
か

に
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
は
、
北
広
島
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
存
在
と
な
る
こ
と

を
期
待
さ
れ
て
建
設
さ
れ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

そ
の
建
設
は
、
ま
ち
が
ま
だ
市
に
な

る
前
の
平
成
５
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
数

年
後
の
市
制
施
行
に
向
け
駅
前
周
辺
を

整
備
し
、
市
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
場
所
を
作
ろ
う
と
計
画
さ
れ
た
も

　

私
た
ち
は
明
る
い
雰
囲
気
の
中
、
書

を
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
金
文
と
い
う
中
国
の
古
代

文
字
で
、
左
か
ら
「
龍
・
羊
・
鳥
・
狼
・

馬
・
熊
」
と
並
ん
で
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
の
作
品
を
書
い
て

い
ま
す
。
今
月
21
日
か
ら
の
校
外
展
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
校
外
展
を
前
に
」

作品
北広島高校書道部

文
   書道部部長
大塩祥加さん

189

⑦

の
だ
。
そ
し
て
平
成
12
年
３
月
、
待
望

の
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
が
完
成
。
そ
の

後
６
年
を
経
過
し
た
今
、
果
た
し
て
エ

ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
は
、
北
広
島
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
的
な
存
在
と
な
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
が
私
た
ち
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
確
か
だ
。
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

が
で
き
て
か
ら
、
西
口
周
辺
の
商
店
街

へ
も
、
東
口
前
の
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
や

図
書
館
へ
も
、
は
る
か
に
通
い
や
す
く

な
っ
た
。
交
流
広
場
は
、
い
つ
も
市
民

の
手
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
作
品
展
示
で

に
ぎ
や
か
だ
。
音
楽
会
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
手
芸
、
絵
画
、
取
れ
た
て
野

菜
の
直
売
と
そ
の
利
用
も
さ
ま
ざ
ま
。

　

年
間
利
用
率
も
高
い
。
平
成
14
年
と

16
年
は
90
％
を
割
っ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
ほ
か
は
90
％
を
超
え
る
利
用
率
だ
。

人
と
場
所
を
結
ぶ
空
間
と
し
て
造
ら
れ

た
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
は
、
今
で
は
人

と
人
を
結
ぶ
空
間
に
成
長
し
た
。

　

北
広
島
の
駅
を
降
り
る
と
い
つ
も
、

今
日
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
し
ら
と

楽
し
み
に
し
て
い
る
ん
で
す
、
と
話
し

て
く
れ
た
人
が
い
た
。
そ
ん
な
空
間
は
、

や
っ
ぱ
り
大
切
に
し
た
い
も
の
だ
。

7

　
「
や
っ
と
慣
れ
て
き
た
…
か
な

？
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
の

は
、
西
の
里
恵
仁
会
病
院
の
受
け

付
け
を
担
当
し
て
い
る
、
大
泉
絵

里
奈
さ
ん
と
長
山
敦
美
さ
ん
。
二

人
は
北
広
島
在
住
の
20
歳
で
、
お

っ
と
り
と
し
た
大
泉
さ
ん
と
ク
ー

ル
な
長
山
さ
ん
は
、
ど
ち
ら
も
さ

わ
や
か
で
元
気
い
っ
ぱ
い
。

　
「
か
わ
い
い
お
年
寄
り
が
来
る

と
こ
ち
ら
の
方
が
癒
さ
れ
ま
す
」

と
楽
し
そ
う
に
仕
事
の
話
も
し
て

く
れ
ま
し
た
。

―

今
後
の
目
標
は
？

長
山
「
な
ん
で
も
一
人
で
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」

大
泉
「
も
っ
と
気
を
配
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
」

　

忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

長山さん

大泉さん

３年生部員みんなで制作した大作「金文」。学校の
４階ホールの壁一面に広がり、迫力を感じます。
「北広島高校書道部校外展」は 11 月21日（火）から27
日（月）までエルフィンパークで開催されます。

若さあふれる！
　　さわやかさん
　　～西の里恵仁会病院～
大泉絵里奈さん・長山敦美さん

 



⑧

ご
み
処
理
広
域
化
の
経
過

クリーン北広島推進審議会は、中
間処理のあり方・ごみの有料化を
検討しています。学識経験者・民
間諸団体の代表者・一般公募の10
人の委員で構成されています。

　

中
間
答
申
（
要
旨
）

●
現
在
の
ま
ま
で
い
け
ば
、
平
成
24
年

度
で
処
分
場
は
満
杯
に
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
ご
み
を
さ
ら
に
減
ら
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
ご

み
減
量
化
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

●
生
ご
み
の
処
理
を
行
う
こ
と
が
緊
急

の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は

従
来
の
衛
生
的
な
処
理
に
と
ど
ま
ら
ず
、

有
効
利
用
が
求
め
ら
れ
る
。

●
生
ご
み
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
先

行
事
例
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
、
関
係

者
の
意
見
を
聴
取
し
た
結
果
、
先
行
自

治
体
の
多
く
は
、
堆
肥
や
排
水
も
含
め

た
二
次
処
理
物
の
安
定
的
な
処
理
、
処

理
時
に
お
け
る
悪
臭
の
発
生
な
ど
周
辺

環
境
へ
の
影
響
な
ど
の
点
か
ら
、
メ
タ

ン
発
酵
に
よ
る
処
理
を
採
用
し
て
い
る

状
況
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
諸
点
を
考
慮

す
る
と
、
北
広
島
市
に
お
い
て
も
メ
タ

ン
発
酵
に
よ
る
処
理
に
よ
っ
て
減
量
化
、

有
効
利
用
す
る
施
設
を
建
設
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
生
ご
み
減
量
化
を
進
め
る
た
め
、
市

は
従
来
ど
お
り
生
ご
み
堆
肥
化
を
促
進

す
る
施
策
の
継
続
を
求
め
る
。

●
ご
み
の
処
理
に
は
費
用
が
掛
か
る
た

め
、
ご
み
収
集
の
有
料
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
今
後

審
議
を
継
続
し
て
い
く
。

・「
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
協
議
会
」
で
可

燃
ご
み
の
焼
却
処
理
を
決
定
す
る

・「
ご
み
広
域
処
理
施
設
整
備
基
本
方
針
（案）
」

を
策
定
す
る

・
処
理
施
設
の
適
地
を
選
定
す
る

・
地
域
の
合
意
形
成
に
向
け
た
対
応
を
協
議

・
千
歳
川
河
川
整
備
の
遊
水
地
造
成
計
画
地

と
の
関
係
が
生
じ
る

・
千
歳
川
河
川
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、
焼

却
施
設
の
建
設
予
定
地
に
関
係
す
る
住
民
と

の
協
議
に
時
間
を
要
す
る
よ
う
に
な
る

・
推
進
協
議
会
で
今
後
の
広
域
化
事
業
計
画

を
見
直
し
、
焼
却
施
設
の
供
用
開
始
を
平
成

27
年
度
と
し
た
。
各
構
成
市
町
は
、
当
面
の

独
自
処
理
対
策
を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

み
処
理
適
正
化
を
図
る
こ
と
に
し
た

・
ク
リ
ー
ン
北
広
島
推
進
審
議
会
開
催

・
北
広
島
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の

見
直
し
を
開
始
す
る

ごみ処理広域化推進協議会：北広島 ､恵庭 ､長沼 ､南幌 ､由仁の２市
３町により構成され、ごみの広域処理の方向性に関して検討を行う

平
成
15
年
５
月

平
成
16
年
３
月

　
　
　
　
　
　

平
成
16
年
12
月

平
成
17
年
４
月　

平
成
18
年
2
月　

　
平
成
18
年
６
月　

　
　

平
成
19
年
４
月
か
ら
埋
め
立
て
開
始
予
定
の
、市
の
「
第

５
期
最
終
処
分
場
」
は
平
成
24
年
度
で
満
杯
と
な
る
予
定

で
す
。
こ
れ
を
最
後
に
市
で
確
保
し
て
い
た
ご
み
処
分
用

地
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
初
利
用
を
予
定
し
て
い
た
「
ご
み
処
理
広
域

化
推
進
協
議
会
」
の
焼
却
施
設
の
利
用
開
始
が
平
成
27
年

度
ま
で
延
び
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
平
成

25
年
度･

26
年
度
と
、
ご
み
を
処
分
す
る
手
段
が
な
い
年
が

で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
後
、
一
層
ご
み
を
減
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。



◎第５期最終処分場 12 月に完成
　クリーンセンターで最後の市有地を使い、第５期最
終処分場の造成を行っており、今年の 12 月に完成す
る予定です。規模は、埋め立て面積２万千７百平方メー
トル、容量は 18 万５千立方メートルです。
　この最終処分場は、平成 19 年度から埋め立てを開
始する計画ですが、市がごみ埋立用地として確保して
いた土地は、今回の造成でなくなります。そのため、
これからは、なお一層の減量化を進め、この最終処分
場を延命化する必要があります。

北広島環境市民の会
幹事・事務局長
神沼幸子さん

⑨

識別表示マーク

コンポストの使い方講習会やごみ減量
などの啓発を行うなど、環境問題に取
り組んでいる。

スチール缶

紙製容器アルミ缶

紙パック プラスチック
製容器

ペットボトル



■問合せ　廃棄物対策課（☎ 372-3311 内線 606）

市では、最終処分場の延命を図るた
め、ごみの減量対策としてさまざま
な事業を実施しています。
地域で、ご家庭で、ぜひ利用してみ
てください。

古着・古布の拠点回収
　平成 17年度から綿 50％以上の古着・古布
（Ｇパン・ジャージ・ハギレ・くつ下などは除く）
の拠点回収を始め、回収量は今年度１，６８９
㎏となっています。これらは、ウエス（工業
用雑巾）として利用されています。

きたひろ

　　茶
きたひろ

　　茶きたひろ

　　茶

ペットボトルでは
２リットル３本分 スチール缶だと

350ml ２缶分

バナナの皮は
３本分

リサイクル事業 集団資源回収
　平成 12 年度から取り組み、自治会・
町内会やＰＴＡ、子供会などに協力を
いただきながら資源回収の促進とリサ
イクル意識の高揚を図っています。
　平成17年度の回収実績総量は２，５１
１ｔになり、前年度に比べ２１０ｔ増
加しています。
　新聞・瓶・アルミ缶は有価で引き取っ
てもらえますので、ごみステーション
ではなく、できるだけ集団資源回収に
出すようにしましょう。

⑩



⑪

お知らせ

11

ホームページアドレス
　http://www.city
　kitahiroshima.hokkaido.jp/
携帯電話ホーム
ページアドレス
　http://k.city.
　kitahiroshima.
　hokkaido.jp/
二次元バーコード対応携帯電話の内蔵カメラで
撮影すると、携帯電話用ホームページのアドレ
スを読み取ることができます。

市　役　所
　　　（代表）☎372-3311
西の里出張所　　☎ 375-3209
大曲出張所　　☎ 376-2530
西部出張所　　☎ 376-2103
団地住民センター　　☎ 372-0676
エルフィンパーク　　☎ 376-8880

市
制
　周
年
記
念

　

協
賛
事
業

　

市
で
は
、
市
制
10
周
年
を
市
民

と
一
緒
に
記
念
に
残
る
も
の
と
す

る
た
め
、
各
種
団
体
が
自
主
的
に

行
う
事
業
を
市
の
協
賛
事
業
と
し

て
位
置
付
け
、
事
業
の
支
援
（
一

団
体
一
事
業
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
事
業　

●
公
共
性
を
有
す
る

も
の　

●
開
催
地
が
市
内
で
あ
る

こ
と　

●
市
民
の
幅
広
い
参
加
が

期
待
で
き
る
事
業
（
お
お
む
ね
１

０
０
人
以
上
）
や
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
事
業
（
全

道
規
模
以
上
の
大
会
な
ど
）　

●

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に
開
催

さ
れ
る
事
業　

な
ど

支
援
内
容　

記
念
カ
ッ
プ
な
ど
の

現
物
支
給
（
２
万
円
以
内
）

申
込
み　

所
定
の
申
請
書
に
事
業

計
画
書
と
事
業
予
算
書
を
添
え
て

総
務
課
（
内
線
７
１
８
）　

松
葉
町
５
丁
目

　

容
積
率
を
緩
和

　

住
宅
建
設
か
ら
30
年
以
上
経
過

し
た
北
広
島
団
地
で
は
、
二
世
帯

住
宅
な
ど
住
宅
の
大
型
化
が
望
ま

れ
、
ま
た
、
少
子
高
齢
化
な
ど
で

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
も
起

こ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ら
の
対
応
策
の
一

つ
と
し
て
、
住
民
合
意
が
得
ら
れ

た
松
葉
町
５
丁
目
の
容
積
率
を
50

％
か
ら
60
％
に
緩
和
し
、
合
わ
せ

て
良
好
な
住
環
境
を
維
持
・
増
進

す
る
た
め
に
、
そ
の
地
区
で
の
建

築
ル
ー
ル
（
地
区
計
画
）
も
定
め

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
北
広
島
団
地
内
の
他

の
戸
建
て
住
宅
地
で
も
地
区
住
民

の
合
意
が
あ
れ
ば
、
容
積
率
を
緩

和
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課
（
内
線
７

６
１
）

　

私
道
の
除
雪
補
助

　

市
で
は
、
私
道
を
管
理
す
る
団

体
に
除
雪
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象　

冬
期
間
、
一
般
の
通
行
に

利
用
さ
れ
て
い
る
私
道
の
除
雪
を
、

業
者
と
の
契
約
に
よ
り
実
施
す
る

私
道
の
管
理
団
体

申
込
み　

11
月
20
日
ま
で
に
土
木

事
務
所
（
共
栄
１
９
６
〜
１
・
内

線
７
５
９
）

　

除
雪
サ
ー
ビ
ス

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
員

が
、
玄
関
か
ら
公
道
ま
で
の
通
路

部
分
を
除
雪
し
ま
す
。

対
象　

低
所
得
（
市
民
税
の
所
得

割
が
非
課
税
な
ど
）
の
高
齢
者
や

障
が
い
者
だ
け
の
世
帯
で
、
代
わ

り
に
除
雪
で
き
る
親
族
が
い
な
い
方 

申
込
み　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

372
〜
１
６
９
８
）

10

　

市
議
会
議
員
の
岩
佐
繁
樹
さ

ん
（
55
歳
・
市
民
ク
ラ
ブ
）
が
、

10
月
18
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
佐
議
員
は
、
平
成
11
年
か

ら
２
期
当
選
。
常
任
委
員
会
副

委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
副

委
員
長
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お悔やみを
申し上げます



⑫

　　

消
防
署
で
は
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
市
民
に
応
急
手

当
を
し
て
い
た
だ
き
、
救
命
率
の

向
上
を
図
る
た
め
、
基
礎
的
な
応

急
手
当
を
指
導
し
ま
す
。
受
講
者

に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

11
月
19
日
㈰　

午
前
９
時

〜
正
午

会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

定
員　

先
着
15
人

申
込
み　

11
月
12
日
ま
で
に
市
消

防
署（
☎
373
〜
２
３
２
２
か
氏
名
・

生
年
月
日
・
連
絡
先
を
明
記
し
て

FAX
　

373
〜
６
２
３
０
）

　

地
域
歳
末
た
す
け
あ
い

　

事
業
助
成
金

　　

市
民
団
体
が
主
体
的
に
行
う
年

末
年
始
事
業
（
12
月
10
日
〜
平
成

19
年
１
月
31
日
に
実
施
）
に
、
予

算
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
事
業　

●
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
に
対
す
る
見
守
り
活

動
や
お
せ
ち
料
理
の
配
布
な
ど
を

行
う
地
域
福
祉
活
動　

●
世
代
間

交
流
活
動
（
も
ち
つ
き
な
ど
）
な
ど

助
成
金
額　

助
成
対
象
経
費
の
４

分
の
３
以
内
（
限
度
額
３
万
円
）

＊
予
算
の
都
合
上
、
限
度
額
が
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

11
月
24
日
ま
で
に
所
定

の
用
紙
で
北
海
道
共
同
募
金
会
北

広
島
市
支
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
・
☎
372
〜
１
６
９
８
）

　

検
察
審
査
員
候
補
者

　

選
定
の
資
格
調
査

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
方
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
11
人

の
検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
が
被

疑
者
を
不
起
訴
と
し
て
処
理
し
た

事
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
く
じ

に
よ
り
選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら
選

定
し
た
検
察
審
査
員
候
補
者
と
な

る
予
定
の
方
に
、
簡
単
な
資
格
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

札
幌
検
察
審
査
会
事
務

局
（
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
11
丁

目
裁
判
所
合
同
庁
舎
内　

☎
231
〜

４
２
０
０
）、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
内
線
７
３
２
）

　

陸
上
自
衛
隊
演
習

日
時　

11
月
１
日
㈬
〜
６
日
㈪　

午
前
６
時
〜
午
後
10
時
（
正
午
〜

午
後
１
時
を
除
く
）

実
施
部
隊　

第
11
師
団

使
用
火
砲　

戦
車
砲
、無
反
動
砲
、

迫
撃
砲
、
機
関
銃

不
発
弾
処
理　

11
月
７
日
㈫
〜
16

日
㈭　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時（
発

見
さ
れ
次
第
実
施
）

場
所　

島
松
演
習
場

問
合
せ　

防
衛
担
当
（
内
線
７
３
２
）

　

登
記
事
務
の
取
り
扱
い

　

北
広
島
市
に
本
・
支
店
が
あ
る

会
社
・
法
人
の
登
記
事
務
は
、
現

在
、
札
幌
法
務
局
白
石
出
張
所
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
11
月
６

日
㈪
か
ら
札
幌
法
務
局
で
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
登
記
事
項
証
明
書
や
印

鑑
証
明
書
の
交
付
請
求
事
務
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
同
白
石
出
張

所
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。

新
た
な
取
扱
場
所　

札
幌
法
務
局

民
事
行
政
部
法
人
登
記
部
門
（
札

幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１
〜

１
札
幌
第
１
合
同
庁
舎
１
階
）

問
合
せ　

札
幌
法
務
局
白
石
出
張

所
（
☎
864
〜
２
０
２
１
）

　

証
明
用
電
気
計
器

　

証
明
用
電
気
計
器
（
子
メ
ー
タ

ー
）
の
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
。
有
効
期
限
を
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

証
明
用
電
気
計
器
と
は
、
貸
ビ

ル
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
オ
ー
ナ
ー

が
一
括
し
て
支
払
っ
た
電
気
料
金

を
各
室
の
電
気
使
用
量
に
応
じ
て

配
分
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
計

器
を
い
い
ま
す
。

問
合
せ　

北
海
道
経
済
産
業
局
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課
（
☎
700
〜

２
２
８
３
）

普通救命講習Ⅰ

東部南コース 東部北コース 西の里コース 仁別・大曲コース 島松・中の沢コース
11/30 ㈭
12/21 ㈭
１/25 ㈭

1号車
２号車

11/17 ㈮
12/ ８㈮
１/12 ㈮

1号車
２号車

11/24 ㈮
12/15 ㈮
１/19 ㈮

1号車
２号車

11/14 ㈫
12/ ５㈫
１/10 ㈬

1号車
２号車

11/21 ㈫
12/12 ㈫
１/16 ㈫

1号車
２号車

11/16 ㈭
12/ ７㈭
１/11 ㈭

1号車
２号車

11/22 ㈬
12/13 ㈬
１/17 ㈬

1号車
２号車

11/29 ㈬
12/20 ㈬
１/24 ㈬

1号車
２号車

音江別神
社バス停
（谷口宅前）

9:40
10:50

フレッシ
ュはまだ
稲穂店前
（稲穂町西４）

9:32
10:37

北の台バ
ス停（エ
ルム建設前）

9:30
10:40

東部中学
校入口バ
ス停（中
学校側）

9:40
10:45

虹ヶ丘中
央バス停
（虹ヶ丘
公園側）

9:23
10:30

仁別会館
前（仁別
361）

9:00
10:30

大曲末広
３丁目バ
ス停（ス
パー前）

9:33
10:48

長谷川昭
三宅前
（島松557）

9:15
10:25

⬇
うえはら
生花店前
（稲穂町西１）

9:35
10:40 ⬇ ⬇

虹ヶ丘東
バス停
（２丁目側）

9:25
10:32

皆川敏宅
前（仁別
296）

9:04
10:34

大曲末広
２丁目バ
ス停

9:36
10:51

Ａコープ
西部店前
（輪厚中央５）

9:20
10:30

⬇ ⬇ ⬇ ⬇ ⬇
本間春明
宅前（仁
別 254）

9:07
10:37 ⬇

輪厚ゴル
フ場バス
停（ゴル
フ場側）

9:23
10:33

⬇ ⬇ ⬇ ⬇ ⬇
斉藤務宅
前（大曲
287）

9:10
10:40 ⬇

にしたに
ﾃﾞﾝﾀﾙｸﾘﾆ
ｯｸ前（希
望ヶ丘３）

9:26
10:36

⬇
広葉小学
校前（輝
美町 A-1
号棟向かい）

9:43
10:48

北の里牧
場前バス
停（湯浅
牧場側）

9:40
10:50 ⬇

西の里第
２団地バ
ス停（西
の里北側）

9:30
10:37

みどりの
郷バス停
（スポーツ
デポ側）

9:20
10:50 ⬇

ホースフ
ィールド
ワッツ前
（輪厚401-4）

9:30
10:40

南の里12
号バス停
（木川宅前）

9:45
10:55

松葉町１
丁目電話
ﾎﾞｯｸｽ前
（松葉町側）

9:45
10:50

裏の沢バ
ス停（日
栄興業側）

9:43
10:53

青葉町３
丁目バス
停（４丁
目側）

9:50
10:55

西の里バ
ス停（西
の里東側）

9:35
10:42

大曲光４
丁目バス
停（大曲
光側）

9:30
11:00

大曲バス
停（中学
校側）

9:40
10:55

竹樋節夫
宅前（中
の沢 93）

9:35
10:45

新富町バ
ス停（新
富町西３）

9:48
10:58

山手町６
丁目バス
停（藤川
歯科医院前）

9:50
10:55

サンクス
共栄店前
（藤井商
店側）

9:45
10:55

南町３丁
目バス停
（林側）

9:52
10:57

西の里学
校通バス
停（ロー
ソン側）

9:40
10:47

若葉町２
丁目バス
停（若葉
町側）

9:50
11:20

大曲柏葉
２丁目バ
ス停（湯
田歯科医院前）

9:43
10:58

大学競技
場前バス
停（林側）

9:38
10:48

セブンイ
レブン駅
前店（中央６）

9:50
11:00

高台町４
丁目バス
停（高台町側）

9:55
11:00

市役所バ
ス停（市
役所側）

9:50
11:00

高台町６
丁目バス
停（里見町側）

9:55
11:00

椴山バス
停（中川
宅前）

9:43
10:50

泉町２丁
目バス停
（泉町側）

9:55
11:25

柏葉台団
地バス停
（団地側）

9:45
11:00

栄町２丁
目バス停
（道銀側）

9:50
11:00

竹山高原温泉行き
福祉バス 　市内にお住まいで65歳以上の方を対象に、竹山高原温泉の利用割引制度

（自己負担１回１００円・年10回）を実施しています。この制度を利用する方
のために竹山高原温泉行きの福祉バスを臨時運行します。ご利用ください。
＊西の里コースを利用される方は電話で事前に申し込みが必要です。

◆
温
泉
出
発
は
、
午
後
１
時
と
午
後
３
時
で
復
路
は
往
路
の
逆
経
路
で
す
。

◆
利
用
当
日
は
、
利
用
割
引
券
か
健
康
保
険
証
な
ど
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇臨時（11月～４月）運行時刻表◇

申込み　社会福祉協議会☎ 372-1698



⑬

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度（
中

退
共
制
度
）
は
、
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
み
立

て
型
の
退
職
金
制
度
で
す
。

特
徴　

●
適
格
年
金
制
度
か
ら
の

移
行
先
で
す　

●
掛
け
金
の
一
部

を
国
が
助
成
し
ま
す　

●
掛
け
金

は
全
額
非
課
税
で
す　

●
管
理
が

簡
単
で
す　

●
掛
け
金
以
外
の
経

費
が
掛
か
り
ま
せ
ん

問
合
せ　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者

退
職
金
共
済
機
構
退
職
金
相
談
コ

ー
ナ
ー
（
☎
241
〜
０
３
５
１
）

困
っ
た
時
は

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

札
幌
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と

札
幌
法
務
局
は
、「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
、
職

場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、

女
性
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
女
性
の

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
の
女
性

職
員
が
中
心
と
な
っ
て
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
時
間
は
、
平

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
ま
で
で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
５
７
０
〜
070
〜
８
１
０　

＊
11
月
13
日
〜
19
日
は
全
国
一
斉

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化

週
間
で
す
。

〈
強
化
週
間
で
の
相
談
〉

日
時　

11
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分
、

18
日
㈯
・
19
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
５
時

問
合
せ　

札
幌
法
務
局
人
権
擁
護

部
（
☎
709
〜
２
３
１
１
内
線
２
２

０
３
）

　

心
配
ご
と
悩
み
ご
と
相
談

　

相
談
員
が
親
身
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
守
り
ま
す
。
来
所
か
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

☎
３
７
２
〜
１
６
４
０

日
時　

11
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
の
各
火
曜
、
12
月
１
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

社
協
心
配
ご
と
相
談
所（
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

372
〜
１
６
９
８
）

段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
生
ご
み
の 

　

堆
肥
化
モ
ニ
タ
ー

　

段
ボ
ー
ル
箱
の
堆
肥
化
キ
ッ
ト

と
温
度
計
を
使
っ
て
、
お
よ
そ
３

カ
月
間
堆
肥
化
を
実
施
し
た
後
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
く

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
モ
ニ
タ
ー
経

験
者
を
除
く

定
員　

先
着
30
人

＊
11
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30
分
か

ら
中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）
で
実

施
す
る
講
習
会
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
参
加
時
に
堆
肥
化
キ

ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
み　

廃
棄
物
対
策
課
（
内
線

６
０
６
）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

受
け
入
れ
家
庭

　

北
広
島
国
際
交
流
協
議
会
で
は
、

カ
ナ
ダ
・
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
と
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

４
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
の
７
日

間
の
予
定
で
、
高
校
生
20
人
と
引

率
者
２
人
が
来
市
し
ま
す
。
普
段

の
生
活
の
ま
ま
で
迎
え
て
く
れ
る

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
家
族
が
中

心
に
な
っ
て
行
う
小
さ
な
国
際
交

流
活
動
で
す
。
こ
の
機
会
に
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
家
庭　

温
か
く
迎
え
て
く
れ

る
家
庭
（
応
募
者
が
多
数
の
場
合

は
調
整
し
ま
す
）

申
込
み　

12
月
22
日
ま
で
に
北
広

島
国
際
交
流
協
議
会
（
市
教
委
社

会
教
育
課
内
・
内
線
８
９
５
）

＊
通
訳
や
交
流
事
業
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
協
力
し
て
く
れ
る
方
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

＜対象＞
　●北広島市に住所がある65歳以上の方（予防接種
　　日現在）
　●60歳以上65歳未満で、心臓や腎臓・
　　呼吸器機能・ヒト免疫不全ウイルス
　　による免疫機能などの障がいで身体
　　障害者手帳１級の方
＜接種期間＞
　11月１日～平成19年１月31日
＜接種料＞　
　１，０００円
　＊生活保護世帯の方は無料です。証明書が必要と
　なりますので、市役所福祉課に申し出てください。
＜受け方＞
　直接、医療機関に予約をしてください。接種時に
　は年齢が確認できる物（健康保険証や自動車運転
　免許証など）が必要です。
＜医療機関＞
　渡辺小児科、道央病院、北広島病院、さいとうク
　リニック、高台内科胃腸科クリニック、大曲ファ
　ミリークリニック、西の里恵仁会病院、久保外科
　胃腸科、広葉クリニック、みよしレディースクリ
　ニック、循環器科消化器科北の台クリニック、大
　曲こどもクリニック、北広島小児科、順天病院、
　北進内科胃腸科クリニック、川島内科クリニック、
　ふた葉内科クリニック、輪厚三愛病院、Ｈ・Ｎ・
　メディック北広島（12月中旬から）、北広島中央
　クリニック、きたひろ内科呼吸器科、北広島耳鼻
　咽喉科

■問合せ　健康推進課（内線 807）



⑭

第　

回

北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

平
成
19
年
７
月
１
日
と
９
月
30

日
に
、
石
狩
管
内
６
市
町
で
開
催

さ
れ
る
「
第
45
回
北
海
道
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

し
ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
上

募
集
期
限　

12
月
29
日

応
募
作
品　

ポ
ス
タ
ー
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
に
使
用
（
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
作
成
）

＊
採
用
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

申
込
み　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
福
祉
課
（
内

線
８
１
２
・
FAX

　

373
〜
６
８
０
５
）

石
綿
業
務
従
事
者
（
退
職
者
）
の

　

特
別
健
康
診
断

　

過
去
に
石
綿
を
製
造
、
ま
た
は

取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
て
退
職

し
た
方
に
、
無
料
で
健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
を
満
た
し
て

い
る
方　

●
従
事
し
て
い
た
作
業

が
特
定
で
き
る
こ
と　

●
初
め
て

業
務
に
従
事
し
て
か
ら
10
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
こ
と　

●
以
前

石
綿
作
業
に
従
事
し
て
い
た
事
業

場
が
廃
業
や
倒
産
か
、
退
職
者
に

対
す
る
健
康
診
断
を
拒
否
な
ど
の

理
由
で
石
綿
健
康
診
断
を
受
診
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と　

●
石

綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を
所
有

し
て
い
な
い
こ
と

申
込
期
限　

11
月
17
日

問
合
せ　

㈶
北
海
道
労
働
保
健
管

理
協
会
（
☎
862
〜
５
０
３
０
）

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　
　
　
　
　

〜
東
部
コ
ー
ス
〜

　

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
肥
満
な

ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

食
事
や
軽
運
動
の
実
技
を
行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
お

お
む
ね
30
歳
〜
65
歳
の
方

日
時
・
内
容

会
場　

総
合
体
育
館

講
師　

運
動
講
師
、
保
健
師
、
栄

養
士
、
歯
科
衛
生
士

定
員　

先
着
15
人

＊
ス
ポ
ー
ツ
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
か
ら
の
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

参
加
料　

５
０
０
円
（
栄
養
講
座

の
試
食
用
弁
当
代
と
し
て
）

持
ち
物　

健
康
手
帳
（
な
い
方
に

は
発
行
し
ま
す
）、
タ
オ
ル
、
上
靴

申
込
み　

11
月
22
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

　

献
血
に
ご
協
力
を

　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
が
対

象
で
す
。（
65
歳
以
上
の
場
合
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
に
献
血
し
た

こ
と
の
あ
る
方
）

日
程　

11
月
14
日
㈫

コ
ー
ス　

ト
ス
テ
ム
北
海
道
㈱
北

広
島
工
場
（
北
の
里
）
＝
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
▼
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ

ろ
北
広
島
店
（
中
央
）
＝
午
後
０

時
30
分
〜
４
時
30
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８

０
７
）

　

地
区
健
康
相
談

　

高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
、
運
動
や
食
事
、
歯
科
に

つ
い
て
個
別
に
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場　

大
曲
会
館

＊
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
み　

高
齢
者
支
援
課
（
内
線

６
９
４
）

検診名 対象（受診日現在） 受診料

乳がん検診
＊視触診・マン
モグラフィ併用

40歳以上の方
（隔年受診・平成
17年度未受診の方）

40歳～49歳
（写真枚数２方向４枚）

一般 1,900 円
非課税世帯 600 円

50歳以上
（写真枚数１方向２枚）

一般 1,600 円
70歳以上・非課税世帯 500 円

子宮がん検診
20歳以上の方
（隔年受診・平成
17年度未受診の方）

一般 1,500 円、70歳以上・非課税世帯 500 円
（体部検査は一般700円、70歳以上・非課税世帯200円）

胃がん検診 35歳以上の方 一般 1,500 円、70歳以上・非課税世帯 500 円

肺がん検診 40歳以上の方 無料（喀痰（かくたん）検査は一般 800 円、
70歳以上・非課税世帯 200 円）

大腸がん検診 40歳以上の方 一般 700 円、70歳以上・非課税世帯 200 円

骨粗しょう症検診 40歳以上の女性
（節目検診）

40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳で
一般 300 円、70歳以上・非課税世帯 100 円

前立腺がん検診 40歳以上の男性
（隔年受診） 一般 600 円、70歳以上・非課税世帯 200 円

北海道対がん協会検診セン
ター（札幌市東区北26条東
14丁目）までバスを運行し
て、がん検診を行います。

日程 送迎バスの運行と集合時間 台数・定員

12月６日㈬ 団地住民センター (8:00) →農民研修センター (8:15)
→大曲会館 (8:35) →対がん協会

２台
126 人

12月７日㈭・８日㈮・
11日㈪

中央会館（市役所隣・8:00）→団地住民センター (8:15)
→大曲会館 (8:35) →対がん協会

各日２台
126 人

12月12日㈫・13日㈬ 団地住民センター (8:00) →中央会館（市役所隣・8:15）
→西の里会館 (8:35) →対がん協会

各日２台
126 人

◆検診は午前中に終了し、全受
　診者が終わり次第バスが出ま
　す。なお、検診の結果は後日
　郵送でお知らせします。生活
　保護世帯の方は無料です。
◆申込み　11月10日㈮までに健
　康推進課か各出張所、団地住
　民センター、エルフィンパー
　クに直接申し込むか、封書に
　住所・氏名・生年月日・電話
　番号・希望する検診名・受診
　日・集合場所・「無料」や「非
　課税（住民税非課税世帯の方）」
　に該当する方はその旨を記入
　して市役所健康推進課（〒 061-
　1192　住所不要）。
　＊電話での申し込みはできま
　せん。定員になり次第、締め
　切ります。なお、検診は年度
　内１回だけの受診です。

回 日程 時間 内容

１ 12月
５日㈫

  9:30 ～
　12:00

体力チェック、個別相談（血圧、
体脂肪測定）、軽運動（実技）

２ 12月
12日㈫

  9:30 ～
　12:00 軽運動（実技と講話）

３ 12月
19日㈫

10:00 ～
　13:30 歯科講座、栄養講座

４ 12月
22日㈮

  9:30 ～
　12:00

軽運動（実技）、まとめ、
交流会

■問合せ
　健康推進課（内線 807）

45



⑮

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
介
護
で
き
る

　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
呼
吸
法

日
時　

11
月
29
日
㈬　

午
後
１
時

〜
３
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
、
正

し
い
呼
吸
法
で
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
る
講
演
と
実
技

講
師　

北
広
島
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ

ー
特
養
部
四
恩
園　

作
業
療
法
士

玉
邑
亜
矢
さ
ん

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

み
な
み
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
372
〜
８
１
１
０
）　

　

親
子
護
身
術
教
室

　

少
林
寺
拳
法
の
基
本
技
術
を
使

っ
た
誰
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
護

身
術
で
す
。

対
象　

護
身
術
に
興
味
の
あ
る
親

子
（
一
人
で
の
参
加
も
可
）

日
時　

11
月
19
日
㈰　

午
後
２
時

〜
４
時

会
場　

総
合
体
育
館

参
加
料　

一
人
１
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

持
ち
物　

長
め
の
タ
オ
ル
（
実
技

で
使
い
ま
す
）

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

11
月
17
日
ま
で
に
体
育

協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内

☎
・
FAX

　

372
〜
６
２
２
６
）

　

粘
土
で
食
器
を

　

作
り
ま
せ
ん
か
！

　

障
が
い
者
と
触
れ
合
い
な
が
ら

楽
し
く
、
粘
土
で
食
器
作
り
を
し

ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
心

身
に
障
が
い
の
あ
る
方
か
陶
芸
に

興
味
の
あ
る
方

日
時　

作
陶
＝
11
月
11
日
㈯
、
釉ゆ

う

薬
付
け
＝
12
月
９
日
㈯　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
セ
ン
タ
ー

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

５
０
０
円

＊
作
品
は
素
焼
き
後
に
各
自
が
色

付
け
し
、
本
焼
き
し
た
後
、
お
渡

し
し
ま
す
。

申
込
み　

11
月
７
日
ま
で
に
市
教

委
社
会
教
育
課
（
内
線
８
８
９
）

　

離
乳
食
を
作
ろ
う

　

離
乳
食
を
一
緒
に
楽
し
く
作
り

ま
せ
ん
か
？　

離
乳
食
作
り
が
苦

手
な
方
歓
迎
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

連
れ
で
ど
う
ぞ
。

対
象　

お
お
む
ね
３
カ
月
〜
10
カ

月
児
の
親

日
時　

11
月
17
日
㈮　

午
前
10
時

〜
正
午

会
場　

大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　

離
乳
食
実
習
、
試
食
、
相
談

定
員　

先
着
５
人

申
込
み　

11
月
15
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た

　

生
ご
み
の
堆
肥
化
講
習
会

　

段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
生
ご
み
の

堆
肥
化
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
以
前

に
使
っ
て
い
た
、今
使
っ
て
い
る
、

こ
れ
か
ら
使
っ
て
み
た
い
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
24
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
か
ら

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

講
師　

北
広
島
環
境
市
民
の
会
会
員

参
加
料　

無
料

＊
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

廃
棄
物
対
策
課
（
内
線

６
０
６
）



⑯

学
校
演
劇

　

花
ホ
ー
ル
上
演
会

　

市
内
３
校
の
小
学
６
年
生
が
、

学
芸
会
で
発
表
し
た
劇
を
花
ホ
ー

ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
再
演
し
ま
す
。

本
格
的
な
舞
台
で
の
生
徒
た
ち
の

熱
演
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
10
日
㈮　

開
場
午
前

９
時
45
分　

開
演
午
前
10
時　

終

演
午
後
２
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

出
演
校　

●
大
曲
東
小
学
校
（
魔

法
を
捨
て
た
マ
ジ
ョ
リ
ン
）
午
前

10
時
か
ら　

●
東
部
小
学
校
（H

I

R
O
SH
IM
A

）
午
前
11
時
か
ら　

●
大
曲
小
学
校
（
音
楽
劇　

続
・

太
陽
の
か
け
ら
）
午
後
１
時
か
ら

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
（
☎

372
〜
７
６
６
７
）

　

庭
木
の
剪せ

ん
定
講
座
④

　

初
冬
季
の
庭
木
の
手
入
れ
と
冬

囲
い
な
ど
の
技
術
を
習
得
し
ま
せ

ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
成
人

日
時　

11
月
８
日
㈬　

午
後
１
時

か
ら

会
場　

中
央
公
民
館

内
容　

初
冬
季
の
庭
木
の
手
入
れ

と
風
雪
か
ら
守
る
囲
い
方
や
、
つ

り
方
の
実
技
講
習

講
師　

更
科
廣
さ
ん

定
員　

先
着
30
人

受
講
料　

５
０
０
円
、
テ
キ
ス
ト

代
５
０
０
円（
持
っ
て
い
な
い
方
）

持
ち
物　

テ
キ
ス
ト
「
庭
の
四
季

彩
」、
剪
定
は
さ
み

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

11
月
７
日
ま
で
に
中
央

公
民
館
（
☎
373
〜
０
１
０
１
）

第　

回
大
曲
地
区

　

文
化
講
演
会

「
健
康
と
マ
ジ
ッ
ク
・
我
が
人
生
」

対
象　

成
人
の
方

日
時　

12
月
２
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場　

大
曲
会
館

講
師　

マ
ジ
ッ
ク
人
生
一
筋　

中

原
喜
也
さ
ん

参
加
料　

無
料

申
込
み　

11
月
24
日
ま
で
に
大
曲

公
民
館
（
☎
377
〜
４
４
１
５
）

中
高
年
の
た
め
の

　

わ
く
わ
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

心
も
身
体
も
健
康
で
あ
り
た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
取
り
入
れ
た

こ
の
講
座
で
願
い
を
か
な
え
ま
せ

ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方（
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

日
時　

11
月
18
日
・
25
日
の
各
土

曜
（
全
２
回
）　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

輪
厚
児
童
体
育
館

内
容　

さ
ま
ざ
ま
な
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
パ
タ
ー
ン

講
師　

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

中
村

静
子
さ
ん

定
員　

40
人

参
加
料　

５
０
０
円

持
ち
物　

上
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、バ
ス
タ
オ
ル（
ス
ト
レ
ッ
チ
用
）

申
込
み　

11
月
15
日
ま
で
に
西
部

地
区
生
涯
学
習
振
興
会
（
☎
376
〜

３
９
３
５
）

第　

回

　

北
ひ
ろ
し
ま
福
祉
の
つ
ど
い

　
「
北
ひ
ろ
し
ま
福
祉
の
つ
ど
い
」

は
、
市
民
や
福
祉
関
係
者
で
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
方
を

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方

に
福
祉
に
触
れ
合
っ
て
も
ら
う
た

め
の
催
し
で
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

●
基
調
講
演
（
医
学
博
士

道
下
俊
一
さ
ん
）　

●
映
画
「
機

関
車
先
生
」　

●
勇

い
さ
み

太
鼓　

●
福

祉
パ
ネ
ル
展　

●
懐
か
し
い
昔
の

遊
び
伝
承
コ
ー
ナ
ー　

ほ
か

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

372
〜
１
６
９
８
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

大
学
生
や
社
会
人
な
ど
が
参
加

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
Ｋ
Ｌ
Ｕ

Ｃ
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
障
が

い
の
あ
る
方
と
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ

35

31

●日時　11月５日㈰午前８時45分から
●会場　札幌ドーム（札幌市豊平区）

北広島市から、知的障害者２チーム・
小学生選抜13チームが参加します。

温かい声援をお願いします。



参
加
料　

無
料

＊
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
必
要
な
方
は
３
５
０

円
で
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

372
〜
１
６
９
８
）

き
た
ひ
ろ
し
ま
エ
ル
フ
ィ
ン
大
学

　

第
６
回
講
座

　

読
書
ま
つ
り
共
催
事
業
で
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈰　

午
後
２
時

〜
３
時
30
分（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ　

伝
え
る
の
は
命

講
師　

旭
山
動
物
園
園
長　

小
菅

正
夫
さ
ん

受
講
料　

１
０
０
０
円
（
年
間
受

講
生
・
中
学
生
以
下
は
無
料
）

＊
読
書
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
、

無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
合
せ　

き
た
ひ
ろ
し
ま
エ
ル
フ

ィ
ン
大
学
企
画
委
員
会
（
市
教
委

社
会
教
育
課
内
・
内
線
８
９
５
）

⑰

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
一
緒

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
知
的

障
が
い
の
あ
る
中
学
１
年
生
〜
30

歳
の
方

日
時　

12
月
10
日
㈰　

午
後
２
時

〜
４
時

＊
12
月
９
日
㈯
に
は
、
肢
体
障
が

い
の
あ
る
方
と
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
も
行
い
ま
す
。

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

ゲ
ー
ム
、
ダ
ン
ス
な
ど

参
加
料　

無
料

申
込
み　

11
月
24
日
ま
で
に
所
定

の
用
紙
で
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

372
〜
１
６
９
８
）

＊
パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
る
高
校
生
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
最
も
重

要
な
相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
知

識
と
技
術
を
習
得
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
４
日
㈪
・
５
日
㈫（
全

２
回
）　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
義
・
実
習
「
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
」

講
師　

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

織
田
智
恵
さ
ん

定
員　

先
着
30
人

◆オープニング
　７日㈫ 11:00 ～　図書館入口
　ペンギンが行進するよ！

＜児童コーナー＞
◆キンダールーム
　７日㈫ 11:10 ～ 12:00
　幼児向けのおはなし会、いつもの拡大版！
◆おはなしの会　そらまめ
　８日㈬ 11:00 ～ 11:45
◆おはなしの会　ふきのとう
　９日㈭ 11:00 ～ 11:45
◆おばあさんのいす　おはなし会
　～わらべうたであそぼう～
　12日㈰ 11:00 ～ 11:40
◆翻訳・点訳絵本の展示
　どんな絵本があるかな？
◆どうぶつ特集
　たくさんの「動物」の本と
　出会えるよ！

＜ＡＶサロン＞
◆上映会
　８日㈬ 10:30 ～
　　　　14:00 ～
◆近代名作公開講座
　９日㈭ 13:00 ～ 16:00
　「芥川龍之介の世界」
◆朗読会
　10日㈮ 14:00 ～ 15:00
　芥川龍之介の作品を朗読
◆おはなしパッチワーク
　11日㈯ 10:30 ～ 12:00
　　　　13:00 ～ 15:00
　おはなし・紙芝居・絵本・
　人形劇など、次から次へと
　楽しいことがいっぱい！

＜ギャラリー＞
　７日㈫～12日㈰　10:00 ～ 18:00（最終日は 15:00 まで）
◆おたっしゃ工房
　10:00 ～ 17:00
　本の修理の実演工房（８・９日は休み）
◆昔あそび・工作コーナー
　10:00 ～ 16:00
　折り紙でどうぶつを作ろう！
◆写真どうぶつえん
　10:00 ～ 18:00
　動物園で撮影したどうぶつたちの写真大集合！
◆点訳体験
　点字の名刺やカードを作ってみよう！
　11日㈯ 10:00 ～ 15:00　12日㈰ 10:00 ～ 12:00
◆フィナーレ
　12日㈰ 13:30 ～ 15:00（開場 13:00）
　読み語リスト松本直人さんによる“読み語り”とおはなし劇
　「ブレーメンの音楽隊」ワークショップ。みんなでフィナーレ！

＜その他＞
◆一日司書・一日館長
　11日㈯・12日㈰
◆録音体験・録音テープの
　試聴・展示（点訳室）
　11日㈯ 10:00 ～ 15:00
　12日㈰ 10:00 ～ 12:00
◆くるくる絵本を作ろう！
　11日㈯ 10:00 ～ 12:00
　（ボランティア活動室）

今年のゲストは「旭山動物園」の小菅園長（エルフィン大学
との共催事業）と「おばあさんのいす」の徳永明子さんです！

停車場・時間
行き 北広島西高校前（12:45）

ＪＲ北広島駅東口（13:15）
農民研修センター前（13:30）

帰り 夢プラザ（16:00）



⑱
広報紙に掲載されている写真（本人または家族が写っているもの）を
ご希望の方は、ご連絡ください。無料で差し上げます。

　

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
中
国
健
康
法
普
及
協
会
〝
太
極

柔
力
球
普
及
講
習
会
〞

　

テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
中
国

生
ま
れ
の
合
体
型
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
足
・
腰
・
脚
・
心
肺

機
能
を
強
化
し
ま
す
。

日
時　

11
月
３
日
㈮　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会
場　

総
合
体
育
館

参
加
料　

２
５
０
０
円
（
必
要
な

方
は
ラ
ケ
ッ
ト
・
球
・
テ
キ
ス
ト
・

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
２
０
０
０
円
）

講
師　

日
本
太
極
柔
力
球
協
会
公

認
指
導
員
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
国
健
康
法
普

及
協
会
会
長　

黒
須
孝
さ
ん

問
合
せ　

小こ

室む
ろ

（
☎
090
〜
３
８
９

９
〜
２
７
５
１
）

▼
ビ
・
ア
ッ
プ
サ
ー
ク
ル
〝
短
期

教
室
〞

　

太
り
に
く
く
、
ス
レ
ン
ダ
ー
な

身
体
づ
く
り
を
目
指
し
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
織
り
込

ん
だ
脂
肪
燃
焼
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽

し
く
こ
な
し
て
い
ま
す
。
年
齢
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
脂
肪
の
気
に

な
る
方
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
７
日
〜
28
日
の
毎
週

火
曜　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分（
全

■問合せ　都市整備課（内線 778）

４
回
）

会
場　

総
合
体
育
館

講
師　

健
康
運
動
指
導
士　

佐
藤

尚
子
さ
ん

参
加
料　

３
０
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

持
ち
物　

運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

11
月
６
日
ま
で
に
酒さ

か

井い

（
☎
・
FAX

　

375
〜
２
３
７
９
）

▼
北
広
島
市
書
道
協
会
〝
毛
筆
年

賀
状
の
書
き
方
講
習
会
〞

日
時　

11
月
11
日
㈯　

午
後
３
時

30
分
か
ら

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

講
師　

北
海
道
書
道
展
審
査
会
員

石
田
壱
城
さ
ん

受
講
料　

無
料

申
込
み　

戸と

塚づ
か

（
☎
373
〜
６
２
５
０
）

▼
北
広
島
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会〝
秋

季
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
〞

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
集
中
力
を
高

め
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

対
象　

小
学
３
年
生
か
ら
75
歳
く

ら
い
ま
で
の
方

日
時　

11
月
15
日
㈬
・
17
日
㈮
・

22
日
㈬
・
29
日
㈬
、
12
月
１
日
㈮
・

６
日
㈬　

い
ず
れ
も
午
後
６
時
45

分
〜
８
時
45
分

会
場　

総
合
体
育
館

定
員　

先
着
５
人

＊
車
い
す
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料　

１
５
０
０
円

持
ち
物　

運
動
靴

問
合
せ　

11
月
10
日
ま
で
に
近お

お

江み

谷や

（
☎
373
〜
７
１
６
６
）

▼
日
本
尊
厳
死
協
会
北
海
道
支
部

北
広
島
地
区
懇
話
会
〝
講
習
会
と

討
論
会
〞

　

会
員
以
外
の
方
も
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
８
日
㈬　

午
後
２
時

30
分
か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

●
講
習
会
「
相
続
法
に
つ

い
て
」（
講
師　

懇
話
会
会
長　

川
合
昇
さ
ん
）　

●
討
論
会
「
終

末
治
療
と
尊
厳
死
」

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

岩い
わ

倉く
ら

（
☎
375
〜
３
６
３
３
）

▼
北
広
島
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会
〝
30

周
年
秋
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
〞

対
象　

市
内
や
近
隣
市
町
に
お
住

ま
い
の
ダ
ン
ス
愛
好
者

日
時　

11
月
11
日
㈯　

午
後
５
時

30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

会
費　

１
０
０
０
円

問
合
せ　

清し

水み
ず

（
☎
０
１
２
３
〜

36
〜
８
３
５
４
）

▼
北
広
島
商
工
会〝
年
末
金
融
相

談
会
〞

　

商
工
会
で
は
国
民
生
活
金
融
公

庫
の
協
力
を
得
て
、
中
小
企
業
の

季節の変わり目です。
風邪をひかないように、ご用心ください。



進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
楽
し
み

な
が
ら
仲
間
づ
く
り
も
で
き
ま
す
。

気
軽
に
練
習
風
景
な
ど
を
見
学
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
木
曜　

午
後
１
時
か
ら

会
場　

野
口
宅
（
中
央
５
丁
目
３

〜
４
）

会
費　

月
額
８
０
０
円

問
合
せ　

野の

口ぐ
ち

（
☎
372
〜
３
５
０
６
）

▼
気
功
太
極
拳　

十 
ま

　
つ

八
公
の
会

　

無
理
の
な
い
自
然
な
動
き
で
、

丈
夫
で
美
し
い
体
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
木
曜　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

気
功
・
簡
化
太
極
拳

会
費　

月
額
２
５
０
０
円　

入
会

金
１
０
０
０
円

問
合
せ　

得と
く

田だ

（
☎
373
〜
４
９
１
４
）

▼
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
〝
つ
ど
い
〞

　

暮
ら
し
の
中
か
ら
花
や
野
菜
な

ど
日
本
の
文
化
で
も
あ
る
墨
・
筆
・

画
仙
紙
を
使
っ
て
絵
手
紙
に
し
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
２
木
曜
（
11
月
だ

け
８
日
㈬
）　

午
前
10
時
〜
正
午

＊
月
２
回
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

会
費　

月
額
１
２
０
０
円
（
月
１

回
）、
入
会
金
５
０
０
円

講
師　

日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師

問
合
せ　

安あ
ん

味み

（
☎
377
〜
７
５
３
６
）

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

入
場
料　

前
売
券
２
５
０
０
円
、

当
日
券
３
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

夢
プ
ラ
ザ
、
中

央
公
民
館

問
合
せ　

青あ
お

柳や
ぎ 

（
☎
373
〜
４
４
５
９
）

〈
遊
民
10
周
年
企
画
「
音
楽
の
た

ま
ご
」
ネ
ル
ル
・
し
ゅ
ん
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
コ
ン
サ
ー
ト
〉

日
時　

11
月
11
日
㈯　

開
場
午
後

１
時　

開
演
午
後
１
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

入
場
料　

前
売
券
７
０
０
円
、
当

日
券
１
０
０
０
円
（
５
歳
以
上
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

芸
術
文
化
ホ
ー

ル
、
中
央
公
民
館

問
合
せ　

真ま

柄が
ら

（
☎
373
〜
５
７
４
４
）

▼
北
広
島
菊
花
同
好
会
〝
第
30
回

北
広
島
菊
花
展
〞

　

大
小
８
０
０
鉢
を
展
示
し
ま
す
。

菊
花
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
１
日
㈬
〜
３
日
㈮　

午
前
８
時
〜
午
後
７
時

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

問
合
せ　

山や
ま

本も
と
（
☎
372
〜
４
７
７
７
）

▼
北
広
島
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会〝
ジ

ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
〞

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学

生
で
、
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
初

め
て
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈯　

午
前
９
時

〜
正
午

会
場　

総
合
体
育
館

ど
な
た
で
も
楽
し
く
す
ぐ
に
踊
れ

ま
す
。
模
範
演
技
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈯　

午
後
２
時

15
分
〜
３
時
30
分

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

講
師　

高
野
由
美
さ
ん

会
費　

５
０
０
円

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

山や
ま

本も
と

（
☎
090
〜
２
８
１

６
〜
４
２
８
３
）

▼
マ
ー
マ
リ
ー
ド
保
育
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
〝
マ
ー
マ
リ
ー
ド
月
い

ち
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
（
託
児
）〞

　

マ
ー
マ
リ
ー
ド
保
育
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
北
広
島
で
子
育
て
を

応
援
中
！　

マ
マ
の
通
院
や
お
買

い
物
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
に
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　

０
歳
〜
就
学
前
の
幼
児

日
時　

11
月
28
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午
の
間
の
希
望
す
る
時
間

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

保
育
料　

１
時
間
３
０
０
円

持
ち
物　

飲
み
物
、
オ
ム
ツ
、
着

替
え
な
ど

申
込
み　

曽そ

根ね

（
☎
372
〜
７
６
６
６
）

▼
北
広
島
親
と
子
の
文
化
を
楽
し

む
会
「
遊
民
」

〈「
百
歌
斉
放　

い
の
ち
を
紡
ぐ
秋

の
夕
べ
」牧
野
俊
浩
コ
ン
サ
ー
ト
〉

日
時　

11
月
10
日
㈮　

開
場
午
後

６
時
45
分　

開
演
午
後
７
時

⑲
「ふれあい通信」はサークルの会員募集や行事のお知らせにご利用ください。ただし、サークルの会員募集は６カ月に一度の掲載に限らせていただきます。
広報原稿は直接か FAX372-5115、メール koho@city.kitahiroshima.lg.jp で情報推進課へ。なお、メールアドレスが変更になっています。ご注意ください。
行事のお知らせ・会員募集とも、文章表現をできる限り短くし、対象・日時・会場・会費・問合せ先などを項目別に書いてください。

12
月
15
日
号
の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
11
月
15
日
ま
で
に
、
1
月
１
日
号
の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
12
月
１
日
ま
で
に
原

稿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
を
過
ぎ
て
か
ら
の
依
頼
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
広
報
原
稿
の
締
め
切
り

し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

フ
ル
ー
ト
を
持
っ
て
コ
ン

サ
ー
ト
当
日
午
後
０
時
30
分
に
集

合
で
き
る
方

日
時　

12
月
８
日
㈮　

合
同
リ
ハ

ー
サ
ル
午
後
２
時
45
分
〜
３
時
45

分　

開
演
午
後
４
時
30
分　

交
流

会
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

合
同
曲
目　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
曲
や

ク
リ
ス
マ
ス
曲
な
ど
、
初
見
演
奏

可
能
な
曲
３
曲
程
度

＊
参
加
料
の
代
わ
り
と
し
て
、
当

日
の
運
営
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
交
流
会
費
は
１
０
０
０
円

（
参
加
自
由
）
で
す
。

申
込
み　

11
月
16
日
ま
で
に
碓う

す

井い

（
☎
090
〜
６
８
７
８
〜
３
２
８
４
・

午
後
２
時
以
降
）

▼
井
上
ケ
イ
・
ハ
ウ
オ
リ
・
フ
ラ

北
広
島
教
室

　

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
井
上
ケ

イ
先
生
の
フ
ラ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
基
礎
を
身
に
付
け
、
あ
な
た

も
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
金
曜　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
練
習
室

会
費　

月
額
３
０
０
０
円

問
合
せ　

栗く
り

林ば
や
し（

☎
373
〜
８
２
６
５
）

▼
詩
吟
サ
ー
ク
ル
〝
東
吟
詠
会
〞

　

詩
吟
は
誰
で
も
で
き
ま
す
。
腹

式
呼
吸
で
吟
詠
す
る
の
で
健
康
増

方
を
対
象
に
し
た
金
融
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
年
末
資
金
か
ら
創

業
資
金
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
㈭　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会
場　

北
広
島
商
工
会

申
込
み　

11
月
15
日
ま
で
に
北
広

島
商
工
会
（
☎
373
〜
３
３
３
３
）

▼
㈶
エ
ム
・
オ
ー
・
エ
ー
美
術
文

化
財
団
道
央
支
部〝
歌
川
広
重
版

画
の
傑
作
「
東
海
道
五
十
三
次
」

復
刻
版
奨
選
展
〞

日
時　

11
月
14
日
㈫
〜
16
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時（
た
だ
し
、

初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日

は
午
後
７
時
ま
で
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

三み

沢さ
わ

（
☎
372
〜
４
２
７
２
）

▼
札
幌
友
の
会
豊
平
方
面
〝
家
事

家
計
講
習
会
〞

日
時　

11
月
22
日
㈬　

午
前
10
時

〜
正
午

会
場　

大
曲
柏
葉
台
会
館

会
費　

４
０
０
円

託
児
費　

２
０
０
円（
軽
食
あ
り
）

申
込
み　

坂さ
か

井い

（
☎
376
〜
３
６
８
７
）

▼
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル　

ス
テ

ッ
プ
ワ
ン
〝
社
交
ダ
ン
ス
の
体
験

講
習
会
〞

　

子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
ラ

ケ
ッ
ト（
無
い
方
に
は
用
意
し
ま
す
）

申
込
み　

11
月
15
日
ま
で
に
住
所
・

氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入

し
FAX

　

372
〜
４
３
２
２

問
合
せ　

大お
お

野の

（
☎
090
〜
２
０
５

７
〜
４
９
６
１
）

　

募
集
し
ま
す

▼
子
ど
も
の
家
あ
お
ぞ
ら
保
育
園 

　

親
子
で
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

見
学
は
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

対
象
・
日
時　

０
歳
児
＝
毎
週
火

曜
、
１
歳
児
＝
毎
週
水
曜
、
い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
（
大
曲

緑
ヶ
丘
２
丁
目
１
〜
７
）

内
容　

体
操
、
わ
ら
べ
歌
、
リ
ズ

ム
遊
び
、
体
や
手
指
を
使
っ
て
遊

び
ま
し
ょ
う

参
加
料　

１
回
５
０
０
円

問
合
せ　

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
あ
お

ぞ
ら
ク
ラ
ブ
（
☎
370
〜
３
１
１
８
）

▼
北
広
島
市
民
吹
奏
楽
団
〝
創
立

20
周
年
記
念
事
業
フ
ル
ー
ト
・
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
〞

　

フ
ル
ー
ト
愛
好
者
が
演
奏
す
る

コ
ン
サ
ー
ト（
乳
幼
児
も
入
場
可
）

を
企
画
中
で
す
。
メ
ン
バ
ー
以
外

の
笛
吹
き
さ
ん
も
参
加
で
き
る
合

同
演
奏
を
し
ま
す
。
一
緒
に
演
奏



　

10
月
２
日
か
ら
５
日
間
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
で
「
知
っ
て

防
ご
う
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
〜

知
れ
ば
変
わ
る
あ
な
た
の
健
康
〜
」
を
テ
ー
マ
に
健
康
情
報
展

が
開
催
さ
れ
、
健
康
に
関
心
の
あ

る
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
て
い
た
佐
藤
さ
ん

（
新
富
町
在
住
）
に
健
康
の
話
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。「
健
康
を
維

持
す
る
コ
ツ
は
、
毎
日
運
動
す
る

こ
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
使

わ
ず
歩
く
こ
と
で
す
。」
快
活
に

答
え
て
く
れ
た
佐
藤
さ
ん
を
見
る

と
、
説
得
力
満
点
で
す
。

　

９
月
23
日
、
子

ど
も
や
家
庭
の
相

談
な
ど
も
受
け
て

い
る
児
童
養
護
施

設
「
天
使
の
園
」

で
、
エ
ン
ゼ
ル
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
28
回

目
を
数
え
る
こ
の

祭
り
、
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
出
店
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
な
ど
を
見
て
回
る
、
子
ど
も
や
地
域
の
人

た
ち
で
大
に
ぎ
わ
い
。

　

よ
く
晴
れ
た
秋
空
の
下
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

と
お
い
し
そ
う
な
カ
レ
ー
や
焼
そ
ば
の
に
お
い
が
、

祭
り
の
成
功
を
誇
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

新入学児童健康診断 な
か
よ
し
学
級
「
交
通
安
全
街
頭
啓
発
」

健
康
情
報
展

天使の園「エンゼル祭」

広葉小学校前期児童会長
八田愛里さん（６年）

＊
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
１
０
０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

⑳

集めたプルタブを児童会の仲間で囲んで

　

10
月
４
日
に
西

の
里
小
学
校
で
、

来
春
入
学
す
る
児

童
を
対
象
と
し
た

健
康
診
断
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
集
ま
っ

た
78
人
の
子
ど
も

た
ち
は
歯
科
、
内

科
検
診
、
知
能
検

査
の
ほ
か
、
１
年
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
交

通
安
全
の
黄
色
い
帽
子
の
サ
イ
ズ
を
測
っ
た
り
し

ま
し
た
。
心
配
す
る
親
の
思
い
を
尻
目
に
、
子
ど

も
た
ち
は
期
待
で
胸
が
ド
キ
ド
キ
の
様
子
。

　

来
年
の
春
に
は
み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
の
姿
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
ね
!!

　

９
月
27
日
、
夢
プ
ラ
ザ
向
か

い
側
の
道
路
で
、
大
曲
東
小
学

校
の
「
な
か
よ
し
学
級
」
に
よ

る
交
通
安
全
街
頭
啓
発
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
運
転
し
て
く
だ
さ
い
！
」

と
言
う
声
掛
け
と
と
も
に
、
自

分
た
ち
が
育
て
た
大
切
な
じ
ゃ

が
い
も
を
手
渡
し
て
い
き
ま
す
。

運
転
手
も
「
あ
り
が
と
う
。
が

ん
ば
っ
て
ね
」
と
、
み
ん
な
の
声
が
届
い
た
様
子
。

    

　

こ
の
日
は
ド
ラ
イ
バ
ー
約
１
０
０
人
に
呼
び
掛

け
、
み
ん
な
も
大
満
足
で
し
た
。


